
（別紙３）

～ 令和7年4月10日

（対象者数） 1 （回答者数） 1

～ 令和7年4月10日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・個別性を重視する場面をさらに強化し、一人一人の成長に

繋げていく。

2
・子ども達が皆でおもいきり楽しめるような楽しい企画やレ

クリエーションをどんどん考えていく。

3
・今後も保護者や他事業所とも連携を行い、その時々の必要

な支援を行っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

○事業所名 そら

○保護者評価実施期間
令和7年2月10日

○保護者評価有効回答数

令和7年2月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

令和7年4月18日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・特になし

・子ども達が楽しく過ごせる場である事。

・子ども達が楽しく過ごせる場所であれるよう随時職員間で話

し合いをし、工夫を行っている事。

・利用児の年齢や発達に合わせた取り組みを行いながら、その

児の様子を見ながら得意な事をさらに伸ばしていけるよう支援

プログラムを考えている事。

・当事業所の放課後等デイサービスを利用している児童との交

流が多い事(色々な年齢の児童と交流がある事)から利点を得な

がら、のびのびと成長していく。

・たくさんの個性を持った子ども達と過ごすことで、色々な場

面や経験を増やし、それが本人の自信へと繋げる事ができるよ

う、支援内容の工夫を行っている。

・個別性のある、それぞれの課題を目標とした支援を行ってい

る事。

・子ども達それぞれの課題を明確にし、その課題に楽しく取り

組めるよう、内容の工夫と継続した支援を行い、目標を持って

取り組んでいる。

児童発達支援事業所における自己評価総括表公表


